







学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授 与年月 日
学位 授与 の要件
た け だ と よ ぞ う
武 田 豊 蔵
農 学 博 士
農 第226号
昭 和57年11月11日
学位 規則 第5条 第2項 該 当
学 位 論 文 題 目 ア ブラナ類 合成三 基六倍体 植勅 に関す る
研 究
一そ の安 定 性 と育 種 的 意 義 一
論 文 審 査 委 員(主 査)
教授 角 田 重 三 郎 教授 高 橋 成 人
助教授 日 向 康 吉
一13一
1は しが き
論 文 内 容 要 旨
本 研 究 は ア ブ ラ ナ属 作 物 の 三 つの 基 本 種Brassicacampestris(ゲ ノ ムA:在 来 ナ タ ネ,
カ ブ,ハ クサ イな どの 種),B.nigra(ゲ ノ ムB:ク ロガ ラ シ) ,B.oleracea(ゲ ノ
ムC:キ ャベ ツ,カ リフ ラワ ー な ど の種)を 用 い,自 然 界 に な い合 成 三 基 六倍 体(AABB
CC)を 作 成 して 継代 栽 培 し,こ の よ うな 新 ら しい 植 物 が 「種 」 と して成 立 す る か 否 か の 可 能 性
と そ の問 題 点 を検 討 した もの で あ る。 本研 究 の特 徴 は 以 下 の 点 にあ る。(a}三 基 六 倍 体 に つ い て 考
え る と,自 然 四倍 体 を 利 用 す る場 合 に はmB・caril/ata×B.campestr{s(BCxAi ,
(iDB.napus×B.nigra(AC×B) ,GiDB.juncea×B.01eraceakAB×C〕,
また 二 倍 体 か ら遂 次 合 成 す るに は 〔iV}B.nigra×B.01eracea×B,campestrisの
交 配 組 合 わせ が考 え られ る。 本 研 究 で は これ らす べ て の 組 合 わ せ に 由来 す る六倍 体 を 比 較 検 討 し
た 。 さ ら に(Dお よ びiv)の組 合 わせ に は相 互 交 配組 合 わ せ ,異 った 品種 を 用 い た 組 合 わせ が 含 まれ
て お り合 計9種 類 の 合 成 三 基 六 倍 体 に つ い て 比較 検 討 を 行 な っ た。〔b継代 方法 と して 自殖
,姉 妹
混 合 受 粉,初 期 世 代 に 姉 妹 受 粉 した 後 に 自殖,の 三 つ の 方 法 を 検 討 した。{c)7～16世 代 に 及 ぶ 長
期 間の 観察 を行 な った 。
本研 究 と 目 的 を 同 じくす る研 究 は 過 去 に も二,三 な され て お り,HO晒ARD(1942),MIZUS
HIMA(1950),IWASA(1964)ら の 報 文 が あ る、 こ れ らの実 験 で は 交 雑 の容 易 な
B.carinata×B.campestrisの 合成 初 期 世 代 を 観 察 し,異 数 体 が 多 い こ とlHOWARDは
規 則 的 で あ る と い う),稔 性 が 低 い ことを 指 摘 して い る。 またOLSSON(1963)は
・B.carinata×B.campestris及 びB .napus×B.nigraに よ って 合 成 した もの を作 成 し,
農 業 上 の有 用 性 は な い と報 告 した 。 これ らの 実 験 で は,三 基 六 倍 体 を 作 成 した 種 組 合 わせ が 限 ら
れ でお へ ま た 育成 した 世代 も長 くな い。 しか し新 植 物 の成 立 を 検 討 す るた め に は
、 多 くの 交 配
離 合琳+}・で 作 成 した材 料 につ い て 長 期 世 代 の 観 察 が 必要 と考 え て 本研 究 を 計 画 した もの で あ る
。
な お観 察 にあ た って は,こ れ まで に 問題 とさ れて き た染 色 体 行 動
,稔 性 に重 点 を お い て 行 な った 。
2本 実験 で観察 された三基六倍体の一般 的特性




いてみた場合,そ れぞれ合成に関与 した親植物の影響を受け,4月 上旬か ら5月 上旬までの間に
開花期があり,両 親の開花期の異なるものか ら合成された場合はおよそ両親の中間となる。系統
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に よ って は い ず れ か 一 方 の 親 の 影 響 を 強 く受 け た 。 ま た 草 た け や 分 枝 の 特 性 な ど に も 系 統 間 に 違
い が 認 め られ た 。 例 え ば.B.campestris×B・carinata(CCa-101)は き わ め て 分 枝
が 少 な く 〔B・nigra×B・oleracea〕 ×B・campestris(NiOC-637),
B.campestris× 〔B.nigra×B・01eracea〕 ・(CNiO-333及 びCNiO-334),
B.juncea×B.oleracea(JO-125),B.napus×B。nigra(NNi-404).等
は 多 くB.carinata×B.calnpestris(CaC-333お よ びgaC-334)・ ・
B.carinata×B.campestrisvar,ye110wSARSON(CaC-637),は そ の 中 間 で あ っ
た 。
▼
これ らの 特 性 と比 較 す れ ば 胎座 数 や 花 粉 の 大 き さ にっ い て は それ 程 大 きな 差 は認 め られ なか っ
た。 花 粉 の 容 積 で 比 較 す る と一基 種(10染 色 体 種)を1と した場 合 、 二 基 種(18染 色 体 種)約
1.8倍,三 基 種(27染 色体 種)は 約2.8倍 と な り含 有 染 色 体 数 に ほ ぼ比 例 して大 き くな って い る
と いえ る。 しか し小 粒 の不 稔 花 粉 粒 も多数 認 め られ た 。
いず れ の系 統 も合 成初 期 か ら7～10世 代 頃 ま で は 倭 小 個 体,完 全不 稔 個 体,碕 形個 体 な どを 分
離 した。 ま た草 勢 も7～10世 代 頃 か ら低 下す るの が 認 め られ た 。 この よ うな 現 象 は,特 に 自殖 継
代 で著 る し く,7～10世 代 過 ぎ る と 自殖 弱 勢 が 顕 著 にあ らわ れ て く る の で は な い か と思 わ れ た 。
細 胞 遺伝 学 的観 察 に よ る と染 色体 行 動 の 上 で も系 統 に よ る差 が あ った 。 染色 体 数 が 比較 的 正倍
数(2n=54)に 近 く維 持 され て い る系 統 はCaC-333,Ca(⊇ 一334,CaC-637,CCaT101,JO
-125
,NiOC-637∴CNiO-333,CNiO～334,で あ り,NNi-404は 染 色体 数ゲ は ㌍ は だ しく減
少 した。
花粉稔性,種 子稔性については予期されたように巾広い系統内変異が認められた。花粉稔性は
およそ40～80%で 種子稔性は全世代の平均では0～ 鉛%ぐ らいまで変異する。最高の種子稔性を
示 したものはCaC-334の73.9%で ありNNi-404の 染色体数が極端に猿少した特殊な場合を除
けば5～50%で あった。
3過 去の研究 にないか,ま たは詳細 な報告のなか った組合せ系統
B.juncea×B.01eracea(JO-125)は きわ め て困 難 な交 配 組 合 せ で,こ の 組 合 わ
せ の雑 種 につ いて は過 去 に例 が な い。 花 粉 粒 のB.oleraceaは ハ ボ タ ン型 の 縮み 葉 の ドワ ー
フの ケ ー ルで,F1複 二 倍 体 は わず か の縮 み を も った葉 で 草勢 が極 め て強 く茎 太 で 草 た け高 く
200伽 以 上 に も達 し,繁 茂 が 旺盛 で あ った。 しか し分離 が い ち じる し く花 器 の発 達 の不 完 全 な
もの が生 じた り,強 い 不稔 性 を 示 し,自 殖 に よ る弱勢 化 を 示す 個 体 も多 く継 代 が困 難 で あ る。 花
粉形 成 の よ い個 体 を 選 べ ば 他 の 系統(CaC-333やCaC-334な ど)と 同 程 度 の稔 性 を 示 す もの
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も得られた。
細胞遺伝学的観察の結果も初期世代では2n=54を 示 したが減数分裂における不規則性 は他の
系統 と同様の傾向がみ られ,姉 妹受粉後自殖(ms)系 後代で2n=48～ 田の低異数体が多 くな




スを母本に した後代で初期世代で2n=39～42の 低異数体 となり,開 花期が遅 く5月 上旬であっ
た。開花期の前半では強い雄性不稔を示 し,雄 ずいが発達せず後半の高温により薪が発達 し花粉
を生 じ種子を得た。草たけは極端に低く,し か し分枝は多く特異な草型を示 した。葉にはナプス
様のろう質が認 め られ花は小 さい。他の三基六倍体 と明らかに異なる極端な低異数体,す なわ
ち急速に二基種親に近い低異数体になったことはIWASA(1964)の 例 と対比できるものである。




637-10)系 統は合 成にあた り前者が 自然二 基 種 を 用 い,後 者 は人 為 合 成二 基 種 を 母 本 に用 い た もの
で あ る。CaC-637の 葉 が ろ う質 を帯 び て い る外 は 植 物 の 形 態 で'も,染 色 体 対合 型,低 種 子 稔 性,
等 で両 者 は よ く似 て い た 。(NiOC-637-10)は 継 代 過 程 で,ざ 折 した個 体 が 多 か った反 面 稔 性
に よ る選 抜 の 効果 が認 め られ た こと か ら遺 伝 的 分 離 の い ち じる しい 系統 と も考 え られ る。(CaC
-637-10)系 統 は 自殖(S)の 後 期 世 代 で 綾 性 植 物 とな り
,サ ヤ も小 さ く,わ ず か の 花 の み しか
着 けな か った が(Nioc-637-10)系 統 は その よ うな こと は な か った。 合 成 に 用 い た花 粉親 は
どち らも イエ ロ ーサル ソ ンなの で 母 本 と したB.carinataと 人 為 合 成carinata(B.nigra
×B.01eracea複 二 倍体=NiO)の 違 い に よ る差 か も知 れ な い。
水 島(1952)は 自然 二基 種 と合 成 二 基 種 を 用 い た 雑 種(三 倍 体)の 対 合 型 の 差 異 を 見 出 しその
原 因 を単 体 と して 存在 す るゲ ノ ム の みか ら合 成 した 場 合 と複 合 ゲ ノ ムを 用 いて 交 雑 した場 合 で ゲ
ノ ム 間 の 親 和 力 に差 が あ るた め と考 え た。CaC-637-10とNiOC-637-10は 複 二 倍 体 な の で
水 島(1952)の 三 倍体 の例 を 直接 適 用で きな いが 単 体 と して 存 在す るゲ ノ ムか ら と 複 合 ゲ ノム
を 用 いて い る点 は 同 じで あ る ことか ら両 者 の 比 較 は 興 味 の もたれ る点 で あ るが,対 合 型 お よ び そ
の頻 度 で 期 待 さ れ るよ うな差 異 は な く複 二 倍 体 で は三 倍 体 で み られ たゲ ノ ム間 の 親 和 力 の 差 は な
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い とみ な さ れ る。
B.campestris×B.car童nata(CCa-101-6)と 〔B.campestrisx(B.
oleracea)〕(CNiO-333)系 統 も同 様 の 材 料 でB.campestrisYUKINA,は 共 通 で,
父 本 の二 基 種 が 自然 の もの と合 成 の も のを 用 い た もの で あ る。植 物 の 形 態 は全 く異 な りCCa-
101-6系 統 は 丸葉 型 で紫 色 素 を もつ がCNiO-333系 統 は 欠 刻 の 多 いNiOに 似 た 葉 で 紫色 素 を
含 ま ずNiOに 似 て い る。CCa-101-6系 統 で は葉 色 と種 子 の色 が 分 離 し,緑 葉:黄 白 色 種 子
:致 死,の 形 質 連 関 が み られ た がCNio-333系 統 に は分 離 が み られ ず細 胞 遺 伝 学 的観 察 で は 両





稔性,細 胞遺伝学的観察結果は比較的よく似ていた。 しか し葉色,花 色,種 子色など色に関する
特性に違いがあ り,CaCで 白色花個体が分離 したがCCaで はみ られない。他方CCaは 種子色
に黄白色の ものが分離するがCaCに はみ られない。この様な差は細胞質によって もたらされて
いる可能性 もある。
NiocとCNio系 統は草型 も種子稔性の低い点もよ く似ており,.染色体行動も同様の傾向でこ
の両者には細胞質差異はないようである。
6細 胞遺伝学的観察
初 期 世 代 は いず れ の組 合 わ せ で も異 常 な 分 裂 像 が 多 く認 め られ,MIZUSHIMA(1950),
1陥SA(1964)の 結 果 と一 致 す る。HOWARD(1942)の 場 合 なぜ 規 則 正 しい分 裂 を した のか
わ か らな い 。減 数 分 裂 の異 常 で 最 も多 いの は4価 染 色 体 の 形 成 で あ り,ま た1価 染 色 体 も生 ず る。
そ して 第二 分裂 の核 板 にお け る染 色 体 数 は餌 個 よ り も減 少 して い る もの が 多 か った 。CaC-333
-33系 統 とCaC-334-14系 統 のM皿 核 板 の染 色 体 数 を表1及 び表2 .に示 した 。初 期 世 代 で は
22～25染 色 体 を もつ もの が 多 く,後 期 世代 に な るに した が い27個 の染 色 体 を もつ もの が多 くな る
こ とが 認 め られ た。 この こ とは世 代 を重 ね るに した が い2n=54に な る 可能 性 を示 唆す る もの で
あ る。
SWAMINATHANandSULBHA(1959)は,campestrisの 四倍 体 を19世 代 にわ た って 集
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団 選 抜 し た 結 果,多 価 染 色 体 形 成 が 減 少 し て2価 染 色 体 数 が 増 加 し た こ と を 報 じて い る 。 本 実 験
のCaC系 統(B.carinata×B.campesけls)で は10世 代 日 頃 か らMHでn冨"に な る
個 体 数 が 増 加 す る 傾 向 に あ っ た 。 さ ら にCCa(B.campestris×B.carinata),M( .)C
((p.nigraxR,oleracea)xg,campestris),CNiO(B ,campestrisx
(B.nigra×B.deracea)〕 な ど の 組 合 わ せ で も世 代 数 の 増 加 と と も に 正 倍 数 体 が 多 く
な る こ と が 認 め ら れ た 。
7種 子稔性
種 子 稔 性 の 調 査結 果 の うちCaC-333-33(B,carinata×B.campestrisYUKINA)
系 統 とCaC-334-14(B.carinata×B.campestrisMANA)系 統 の もの を 表3 ,4,
5,及 び 表6,7,8,に 示 した。 そ れ ぞ れ 継 代 方 法 を変 え て調 査 した が 低 稔性 個体 が 多 く,ま
た 世代 に よ って も変 動 した。CaC-333-33系 統 で は 自 殖(S)に よ る継 代系 統 で 世 代 の 進 む
と と もに 稔 性 の 上 昇 が み られ,CaC-334-14系 統 で も姉 妹 間 受 粉 後 自殖(ms)系 の10世 代 ま
で 上 昇 が み られ,継 代 に よ って 稔 性 が高 ま る 系統 の存 在 が 示 唆 され た 。
育 成 過 程 で 花器 の発 育 不 完 全 や雄 性 不 稔 もみ られ,そ の 上 自殖 の 場 合 は弱 勢 が 必 らず み られ た。
その 自殖 弱勢 は種 子 稔 性 に も影 響 して い ると思 わ れ る。
稔 性 によ る選 抜 の 効 果 をみ る た めCaC-333-33系 統 とCaC-334-14系 統 の 後 代 植 物
で選 抜 個 体 の 種 子 稔 性 と次 代 植 物 の 平 均 種子 稔 性 の 関係 を 図1 .に示 した 。CaC-333-33系 統
の 自殖(S)継 代 の場 合 そ の 相 関 係 数 はr;0 .460,(ms)系 の場 合 はr=0.497で いず れ も
5%水 準 で 有 意 で あ った 。CaC-334-14系 統 で は(S)系 はrエ0.056で 相 関 が な く,(m
s・ 系. .はr=0.480で1%水 準 で 有 意 で あ った 。 この こと か ら種 子 稔 性 は 系 統 に よ って も異 な
るか 高 稔 性 を基 準 に次 代 を 選 抜 した場 合 選 抜 の効 果 は あ ると い え るで あ ろ う。
花粉 稔 性 と種 子 稔性 お よ び正倍 数 体 あ るい は そ の他 の 異 数 体 と種 子 稔 性 の 関 係 に つ いて 検 討 し
た がそ れ らの 間 に相 関 は み られ な か った 。
低 種 子 稔性 に染 色 体 行動 の不 規 則 性 が 関与 して い る ことは 否 定 で きな いが 低稔 性 の 原 因 に は な
お そ れ 以 外 の 要 因 も強 く関与 して い る と考 え られ る。
8新 植物 と して存続の可能性 と問題点
本実験では自然界にない三基六倍体が純殖す るかどうかを検討したものであるが完全に純殖す








4)低 稔性 にかかわる要因の一つとして自殖弱勢も考えられる。稔性,染 色体行動,自 殖弱勢の










合成三基六倍体植物は茎,葉,を 目的と した野菜,飼 料作物としての特性をもち,CaC-334
-14系 統の(ms)系 後代であれば飼料作物となり得る茎葉収量が ある。JO-125も 形質分
離と自殖弱勢を避けて世代を選ぶと同様の収量が得 られる。またこの六倍体はA,B,C,三 基
本ゲノムをもつことから考えるとカンランか らハクサイへまたニグラからカンランへその遺伝子
導入の際の橋渡 し植物 として利用で きるのではないかと思われる。
一19一
表1CaC-333-33-5系 統 減 数 分 裂MH核 板 に お け る染 色 体 数
世代



























































































































































・ 白花 紳 黄花
表2CaC-334-14-2系 統 減 数 分 裂M∬ 核 板 に お け る染 色 体 数
＼評 讐i蟷
1 2…19…21 22 23 24 ?5 26 .27 28 29 30 31 T
Ais77-52(2n=47) 2 3 6 11 2 24
Aa72-65(Zn=48) 11 1 10 26 7 3 1 1 51
Aio74-56(2n=48) 3 1 2 8 28 9 z 53
Ais76-60.2n=50) 1 2 1 3 6 17 5 1 36
A1175-58(2n=51) 112 1 z 8 14 9 9 3 50
A973-73(2n=52) 1 1 2 9 22 7 1 1 44
As73-69(2n=54) 3 2 1 3 7 6 25 6 2 55
Aio74-52(2n=54) 1 1 2 i 2 8 28 7 1 1 52
A1175-59(2n=54) 2 1 1 1 3 7 27 7 2 i 52
A1,75-54(2n=54) 2 3 3 16 41 8 z i 76
A1175-53(2n=54) i 2 3 1ユ 28 4 49
Aiz76-68(2n=54) 2 2 7 32 8 1 52
A,s80-12(2n=54) i 3 13 4 21
15 734 11 33 91 79 99 212 48 9 3 i 615
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5 10 15 GO ?5 30 35 40 455055GO T 平 均
一
Az(sz) 5 1 i 1 8 6.2土5.8
A3(s3) 1 1 1 0 1 z 6 16.7t10.7
:`L4(S4 1 2 i 4 12.5t4.1
A5(s5) 1* 1 2 1 5 14.5士7。6
A6(s6) 1 6 1 1 0 0 2 11 17.9t10.4
A7(s7) 1* a 0 2 5 4 2 2 1 17 26.Ot9.3
A・(S8) 1 4 2 5 6 6 11 26 29,8土8.7
へ9(Sg) 1* U 5 7 6 4 3 2 2 30 23.Ot9."r
Alo(s1。) 1* 3 2 210 4 3 3 6111 36 28.2士1a3
A11(sユ1) ]* 2 r 2 2 3 6 22 21 30.8土12.1
.囎(s12.〉 i* 4 4 5 6 4 12 28 28.0土11.1
.13(S13
.
1 2 2 6 2 41 18 33.6士.8.1
A14・ へ14) i 1 4 514 15 43.2t7.3
A15(S15) 1* 1 1 4 2931 22 42,5土11.9
8*6 721 2635 29 30 35 241782 247
・'*印 は稔 性 ゼ ロあ 個 体数
表4CaCr333-33-5姉 妹 受 粉 後 自植(ms)系 種子 稔 性 階級 別 個 体 数 頻度 ・
　=『ζ=稔 性%
世代 ＼ 510 15 20 ?5 30 35 4045 5055 T 平 均
AZ(mls,) 9 1 9 7 4 i 31 22.3t7.6
A3(mZs,) 20 3 4 5 3 4 11 21 26 25.6t13.0
A4(mZsa) 2 1 5 i1 8 4 84 2 45 28.4±10.っ
A5(m2s3) 1*3 6 3 4 3 6 3 29 21.8t10.5
A6(m2s4) 2 2 7 6 8 9 33 11 43 26.8t10.8
A7(m2s5) 2*3 9 4 5 5 0 1 29 17.2t8.4
As(mass) 2*17 7 6 3 1 r 28 14.4土7」
Ag(m2s7) 6*3 2 6 3 3 2 00 1 26 16.Ot12.4
Alo(m2sa) z 0 1 3 3 2 22 15 27.2t10.9
Ail(mZss) 1*1 0 6 1 7 3 1 20 23.3t8.8
A12(m2Slo 1 ユ 17.5
Ar3(m2sll 1* 2 4 a 1 1 11 18.9t9.0
A14(m2s12) 2 z 5 4 3 1 17 30.2土8.5
14*323 41 50 54 54 39 2410 6 321
*印 は 稔 性 ゼ ロの個体数
一21一







































































*印 は 稔 性 ゼ ロの 個 体 数





















































































































































表7 CaC-334-14-2姉 妹 受 粉 後 自植(ms)系 稔 性 階 級 別 個 体 数 頻 度
稔性%
世代
510 15 20253035 4045 50 55606570 T 平 均
(misl) 2 0 4534 oi 19 23.8t8.8
(mZSI) 11 4 ioz21 00 1 oi 28 20.9t10.9
(m2sZ) 2 6435 44 0 1 29 28.9±10.6
(mzss 4 3 3423 11 0 2 23 23.8#13.5
(mzs4) 1 3 2957 33 2 31 39 30.7t12.4
(mZsS) i 3 1233 26 4 2 27 33.8t13.3
(mZSS) 2 2 23211 42 3 111 34 32.5t13.2
(m2s,) 7* 3343 44 1 Ooi 30 25。8±16.3
(mZsB) 13 25 2 3421 23 47,3±11.1
(mZS9) ユ 0 6334 65 z 41221 40 38.1t16.2
(m2Slo) 1*3 2 36813 311 7 4211 65 34.6f14.0
(mzsii) 5*4 9 17131115 124 2 11 94 25.1t11.8
(mzs12) 5*3 9 991216 96 3 62 89 28.3t13.8
(m2S13) 2*1 6 4835 71 2 39 25.1-12.0






























































































































































































































































●… 一'一自 殖(s係r=0 ,460*
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審 査 結 果 の 要 旨
コムギ属では,三 基六倍体種がパ ンコムギとして成立 している。アブラナ属では,二 基四倍体
種が作物となっているが三基六倍体種は存在 しない。本研究は,人 為的に三基六倍体(ゲ ノム構
成AABBCC)を 作成 し,こ れを継代栽培 して,三 基六倍体の形で種が成立するか否か,ま たその
農業上,育 種上の有用性如何 について研究 したものである。
アブラナ属でAABBCCの ゲノム構成をもつ植物を人為合成 し,そ の生殖について研究 した事例
はすでに数例あるが,本 研究は次の諸点において高 く評価できる。
(1}合 成を,BCとA,ACとB,ABとC,AとBとCの4種 の組合せすべてで行ない,ま た相互
交配組合わせ,異 なった品種を用いた組合せも行い,夫 々の組合せによる合成植物の特性,後
代形成上の特性を比較している。
② 継代を自殖,姉 妹交配,お よび初期世代姉妹交配の後自殖の三方式により十数代にわたって
行ない,染 色体数,減 数分裂の様相,花 粉稔性,種 子稔性,植 物の草勢 葉や花や種子の特性
などを,代 をおって調査し,こ れら特性の相互関係,継 代による変化を明 らかに している。
(3)以 上の結果より,組 合せの選定10数 世代以上の継代,適 当な集団サイズ,自 殖 と姉妹交配の
組合せ,適 当な選抜強度 以上の適用によって,ア ブラナ属でも三基六倍体あるいはそれに近
似の形で純殖集団を得る可能性を示唆 して いる。
(4)さ らに,合 成三基六倍体は既存種か ら既存種への遺伝子導入の際の橋渡 し植物 として有用で
あることの他,合 成の際の親 の組合せにより,茎,葉 を目的とした野菜,飼 料作物としての特
性を持つことを認めている。
以上,本 研究はBrassiaa属 の細胞遺伝学および種間交雑育種において,一 つの宿揮であった
三基六倍体の純殖性について長年にわた って研究を進めたものであり,有 用な三基六倍体型の集
団を育成する可能性を示唆するにいたっており,本 研究に対 し農学博士の学位を授与 して然るべ
きものと認めた。
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